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日
に ほ ん

本の障
しょうがい

害分
ぶ ん や

野でのピアサポートとしては、

精
せ い し ん か

神科病
びょういん

院に長
なが

く入
にゅういん

院している人
ひと

たちの退
たいいん

院を支
し え ん

援する、

地
ち い き

域で生
せいかつ

活する障
しょうがいしゃ

害者の

相
そうだん

談を受
う

けるといった事
じ れ い

例が あります。

また、通
つうしょ

所サービスやグループホームで

ピアサポーターを雇
やと

うことも 広
ひろ

がりつつあります。

しかし、ピアサポーターを どのように 育
そだ

てて、雇
やと

い、

職
しょくば

場で活
かつやく

躍してもらうかなどについて、

考
かんが

えるべきことが まだ多
おお

く残
のこ

っています。

そこで、私
わたし

たちは、

障
しょうがい

害当
と う じ し ゃ

事者や専
せんもんしょく

門職、研
けんきゅうしゃ

究者などとともに、

ピアサポーターの研
けんしゅう

修プログラムを 作
つく

ってきました。

２０２０年
ねん

までに、まずは 精
せいしん

神障
しょうがい

害のある人
ひと

を対
たいしょう

象とした

研
けんしゅう

修のプログラムとテキストを 作
つく

りました。

は じ め に
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その後
ご

、２０２１年
ねん

から 一
い ち ぶ

部の障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスで、

事
じぎょうしょ

業所が ピアサポートを雇
やと

ったり 活
かつよう

用したりすると

国
くに

から お金
かね

が支
し は ら

払われる制
せ い ど

度が できました。

しかし、各
か く ち

地で 障
しょうがい

害者
しゃ

ピアサポート研
けんしゅう

修を おこなうには

難
むずか

しさも ありました。

そこで、精
せいしん

神障
しょうがい

害以
い が い

外の障
しょうがい

害のある人
ひと

も対
たいしょう

象にしたテキストとして

２０２２年
ねん

に 第
だい

１版
ぱん

を 作
つく

りました。

今
こんかい

回、テキストが よく使
つか

いやすくなるように 内
ないよう

容を見
み な お

直し、

第
だい

２版
はん

を 作
つく

りました。

私
わたし

たちは、ピアサポーターの方
かたがた

々の活
かつやく

躍は

障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどの質
しつ

を よりよくすることに つながると 

考
かんが

えています。

役
やくしょ

所の皆
みな

さま、研
けんしゅう

修をおこなう団
だんたい

体の皆
みな

さま、参
さ ん か し ゃ

加者の皆
みな

さま、

そして、ピアサポートにかかわるすべての皆
みな

さまにとって

このテキストが 参
さんこう

考になれば うれしいです。
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●	 ピアサポートとは、仲
な か ま

間としての支
ささ

えあいです。 

	 特
とく

に このテキストでは、障
しょうがい

害のある人
ひと

が、同
おな

じ障
しょうがい

害のある仲
な か ま

間と

	 支
ささ

えあっていくことを意
い み

味しています。

●	 障
しょうがい

害の種
しゅるい

類ごとに、さまざまなピアサポート活
かつどう

動が おこなわれています。

●	 ピアサポート活
かつどう

動は、障
しょうがい

害のある人
ひと

の権
け ん り

利を 大
たいせつ

切にし、

	 守
まも

っていくこととも 大
だ い じ

事にしています。

ピアサポートは、障
しょうがい

害のある人
ひと

たちが　差
さ べ つ

別や つらさなど 

今
いま

までの経
けいけん

験をもとに、仲
な か ま

間として支
ささ

えることを 意
い み

味します。

ピアサポートを おこなう人
ひと

を「ピアサポーター」と呼
よ

びます。

最
さいきん

近では、ピアサポートを おこなう人
ひと

たちが増
ふ

えてきました。

「ピア」という言
こ と ば

葉は、もともと「同
おな

じ立
た ち ば

場の仲
な か ま

間」という意
い み

味です。

ピアサポートでは、サポートする相
あ い て

手を「ピア」と呼
よ

ぶこともあります。

ピアサポートの歴
れ き し

史や特
とくちょう

徴は、障
しょうがい

害の種
しゅるい

類ごとに 異
こと

なります。

それぞれの障
しょうがい

害の種
しゅるい

類ごとの 歴
れ き し

史と特
とくちょう

徴を 以
い か

下に まとめます。

ピアサポートの理
り か い

解1

ピアサポートとは 「仲
な か ま

間としての支
さ さ

えあい」1

障
しょうがい

害の種
し ゅ る い

類ごとに進
す す

んできたピアサポート2
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なお、この基
き そ

礎研
けんしゅう

修では、

すべての障
しょうがい

害に共
きょうつう

通することを中
ちゅうしん

心にして 学
まな

んでいきます。

●	 １９６０年
ねんだい

代後
こうはん

半ごろから、精
せ い し ん か

神科病
びょういん

院に入
にゅういん

院している

	 人
ひと

たちの会
かい

など いろいろな団
だんたい

体が 活
かつどう

動しました。

●	 精
せいしん

神障
しょうがい

害があると、まわりの人
ひと

が自
じ ぶ ん

分の主
しゅちょう

張を 

	 まともに聞
き

き入
い

れてくれないことがあるため、

	 集
しゅうだん

団になって主
しゅちょう

張していく取
と

り組
く

みも おこなわれました。

●	 １９８０年
ねんだい

代になると、福
ふ く し

祉サービスをおこなう側
がわ

として

	 ピアサポーターに活
かつやく

躍してもらう取
と

り組
く

みが

　注
ちゅうもく

目されるようになりました。

●	 １９５０年
ねんだい

代に、戦
せんそう

争で障
しょうがい

害を負
お

った軍
ぐんじん

人たちの団
だんたい

体が

　活
かつどう

動を はじめました。

●	 １９７０年
ねんだい

代には、

	 障
しょうがい

害のある人
ひと

を施
し せ つ

設に追
お

いやる 国
くに

の政
せいさく

策に反
はんたい

対して、

	 重
じゅうど

度の身
しんたい

体障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの運
うんどう

動が はじまりました。

●	 １９８０年
ねんだい

代からは、地
ち い き

域で 自
じ り つ せ い か つ

立生活センターが作
つく

られていき、

	 重
じゅうど

度の身
しんたい

体障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの地
ち い き

域生
せいかつ

活をサポートする

	 ピアサポート活
かつどう

動が はじまりました。

 （1）精
せいしんしょうがい

神障害の分
ぶ ん や

野

 （2）身
しんたいしょうがい

体障害の分
ぶ ん や

野

１ ピアサポートの理
り か い

解
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●	 日
に ほ ん

本では、知
ち て き

的障
しょうがい

害のある人
ひと

たち自
じ し ん

身が 活
かつどう

動することは

	 少
すく

なかったです。

	 知
ち て き

的障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの権
け ん り

利を守
まも

ろうと 主
しゅちょう

張してきたのは 

	 おもに 知
ち て き

的障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの家
か ぞ く

族でした。

●	 アメリカで はじまった 当
と う じ し ゃ

事者の団
だんたい

体「ピープルファースト」が、

	 ２００４年
ねん

に 日
に ほ ん

本にも できました。

●	 １９４０年
ねんだい

代から、患
かんじゃ

者の会
かい

として

	 難
なんびょう

病のピアサポート活
かつどう

動が はじまりました。

●	 ２００３年に 「難
なんびょう

病相
そうだん

談支
し え ん

援センター」が つくられはじめました。

	 ピアサポーターが センターや保
ほ け ん じ ょ

健所での相
そうだん

談や交
こうりゅうかい

流会に参
さ ん か

加したり、

	 患
かんじゃ

者の会
かい

で リーダーとして 活
かつどう

動したりしています。

●	 ２０００年
ねん

に、高
こ う じ の う

次脳機
き の う

能障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの会
かい

が できました。

	 はじめは おもに 家
か ぞ く

族が活
かつどう

動していましたが、

	 だんだんと 障
しょうがい

害のある人
ひと

が 障
しょうがい

害のある人
ひと

のために おこなう

	 ピアサポート活
かつどう

動が はじまっていきました。

●	 最
さいきん

近では、ピアサポート活
かつどう

動への関
かんしん

心が すごく高
たか

まってきています。

 （3）知
ち て き

的障
しょうがい

害の分
ぶ ん や

野

 （4）難
なんびょう

病の分
ぶ ん や

野

 （5）高
こ う じ の う

次脳機
き の う

能障
しょうがい

害の分
ぶ ん や

野
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●	 最
さいきん

近では、発
はったつ

達障
しょうがい

害のある人
ひと

たちや ひきこもりの人
ひと

たちの

	 団
だんたい

体が つくられるように なりました。

	 これから 活
かつどう

動が進
すす

んでいくことが 期
き た い

待されています。 

「ピアサポート」の活
かつどう

動の内
ないよう

容や働
はたら

きかた、呼
よ

びかたなどは、

下
した

の表
ひょう

のように いろいろです。 

活
かつどう

動も
 いろいろ

たとえば・・・

●	 病
びょういん

院などで 専
せ ん も ん か

門家が手
て つ だ

伝いながら進
すす

める 
	 患

かんじゃ

者の会
かい

。

●	 障
しょうがい

害のある人
ひと

たちだけで 語
かた

りあう、
　セルフ ヘルプ グループ。

●	 スポーツや旅
りょこう

行など、
　趣

し ゅ み

味や余
よ か

暇活
かつどう

動を おこなう活
かつどう

動。

●	 自
じ り つ

立生
せいかつ

活センターなどで おこなう、
　ピア カウンセリングや 自

じ り つ

立生
せいかつ

活プログラム。

●	 長
なが

いあいだ入
にゅういん

院している人
ひと

や 
	 施

し せ つ

設に入
にゅうしょ

所している人
ひと

が地
ち い き

域に 移
うつ

り住
す

み、
　そこに 住

す

み続
つづ

けられるようにする 支
し え ん

援の活
かつどう

動。

 （6）その他
た

の分
ぶ ん や

野

ピアサポートは 
いろいろな形

かたち

で おこなわれている
3

１ ピアサポートの理
り か い

解
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この基
き そ

礎研
けんしゅう

修では、

ピアサポートに関
かんしん

心を持
も

っている すべての人
ひと

たちを 対
たいしょう

象にしています。

お金
かね

を もらうかどうかなど、働
はたら

き方
かた

は 関
かんけい

係ありません。

ただし、専
せんもん

門研
けんしゅう

修とセットにした研
けんしゅう

修では、

お金
かね

をもらって ピアサポーターの活
かつどう

動をしている・活
かつどう

動をしたい人
ひと

 を 

おもな対
たいしょう

象としています。

そして、いっしょに働
はたら

く専
せんもんしょく

門職の人
ひと

たちも 研
けんしゅう

修に参
さ ん か

加します。

ピアサポートの良
よ

いところを理
り か い

解して 活
かつよう

用することで、

福
ふ く し

祉サービスが より良
よ

くなることを めざしているからです。

働
はたら

き方
かた

も
 いろいろ

たとえば・・・

●	 患
かんじゃ

者の会
かい

や セルフヘルプなどで
	 お金

かね

をもらわないで ボランティアとして 活
かつどう

動する。

●	 お金
かね

をもらって ボランティアとして 活
かつどう

動する。
	 たとえば、患

かんじゃ

者の会
かい

などの事
じ む き ょ く

務局で
	 交

こ う つ う ひ

通費と 少
すこ

しのお金
かね

をもらって 働
はたら

く場
ば あ い

合や、
	 研

けんしゅう

修の講
こ う し

師として、
	 研

けんしゅう

修ごとに お金
かね

をもらう場
ば あ い

合など。

●	 相
そうだん

談支
し え ん

援や、就
しゅうろう

労継
けいぞく

続支
し え ん

援 B 型
がた

など、
	 障

しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの施
し せ つ

設で 職
しょくいん

員として働
はたら

く。

呼
よ

び方
かた

も
 いろいろ

「ピアサポーター」の ほかにも・・・
「ピアスタッフ」「ピアカウンセラー」
「ピアヘルパー」　など



11

障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約は、障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの権
け ん り

利を守
まも

るために、

いろいろな国
くに

の人
ひと

たちが 話
はな

し合
あ

って決
き

めた 約
やくそく

束ごとです。

障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約は ２００６年
ねん

に できました。

日
に ほ ん

本は ２０１４年
ねん

に 約
やくそく

束しました。

障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約を つくるとき、

“私
わたし

たちのことを、私
わたし

たち抜
ぬ

きに決
き

めないで ” が合
あ

い言
こ と ば

葉になりました。

障
しょうがい

害のある人
ひと

に関
かか

わることは、

障
しょうがい

害のある人
ひと

も いっしょに参
さ ん か

加して 決
き

めよう、ということです。

障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの思
おも

いや考
かんが

えを 大
たいせつ

切にすることは、

ピアサポート活
かつどう

動を 大
たいせつ

切にすることにも つながっています。

障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約を約
やくそく

束するためには、

障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利を守
まも

る法
ほうりつ

律を ととのえることが 必
ひつよう

要でした。

そこで、日
に ほ ん

本は、次
つぎ

のような法
ほうりつ

律を 新
あたら

しくしたり つくったりしました。

「障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約」との関
か ん け い

係4

 （1）「障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約」とは？

 （2） “私
わたし

たちのことを、私
わたし

たち抜
ぬ

きに決
き

めないで ”

 （3）	 障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約を約
やくそく

束するための 
	 日

に ほ ん

本の取
と

り組
く

み

１ ピアサポートの理
り か い

解
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２０１６年
ねん

にできた「障
しょうがいしゃ

害者差
さ べ つ

別解
かいしょうほう

消法」には、

「合
ご う り て き

理的配
はいりょ

慮」について 書
か

いてあります。

合
ご う り て き

理的配
はいりょ

慮は、お店
みせ

や会
かいしゃ

社、役
やくしょ

所などで 障
しょうがい

害のある人
ひと

が困
こま

ったときに、

店
てんいん

員や 社
しゃいん

員・職
しょくいん

員などが その困
こま

りごとを 

できるだけ 解
かいけつ

決するように 努
どりょく

力することです。

たとえば、次
つぎ

のような例
れい

が あります。

 障
しょうがいしゃ

害 者基
き ほ ん ほ う

本法

障
しょうがい

害のある人
ひと

も ない人
ひと

も、ともに生
い

きる社
しゃかい

会にするために、

国
くに

や地
ち い き

域の役
やくしょ

所が めざすことなどを 決
き

めた法
ほうりつ

律。

 精
せいしん

神保
ほ け ん

健福
ふ く し ほ う

祉法

精
せいしん

神障
しょうがい

害のある人
ひと

を支
ささ

えることを めざすための法
ほうりつ

律。

 障
しょうがいしゃ

害 者 虐
ぎゃくたい

待 防
ぼ う し ほ う

止法

障
しょうがい

害のある人
ひと

が虐
ぎゃくたい

待されることを 防
ふせ

ぐための法
ほうりつ

律。

 障
しょうがいしゃ

害 者差
さ べ つ

別解
かいしょうほう

消 法

障
しょうがい

害のある人
ひと

が差
さ べ つ

別されることを 防
ふせ

ぐための法
ほうりつ

律。

新
あたら

しくした法
ほ う り つ

律

つくった法
ほ う り つ

律

 （4）差
さ べ つ

別を防
ふせ

ぐための「合
ご う り て き

理的配
はいりょ

慮」
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	 お店
みせ

の入
いりぐち

口に段
だ ん さ

差があって、車
くるま

いすにのっている人
ひと

が 入
はい

れない

		  	 スロープを出
だ

す、車
くるま

いすを持
も

ち上
あ

げる　など

	 目
め

の見
み

えない人
ひと

が 書
しょるい

類や画
が め ん

面を 見
み

ることができない

		  	 パソコンで 点
て ん じ

字や音
おんせい

声で読
よ

めるように データを渡
わた

す、

			   タッチパネルの機
き か い

械は

			   点
て ん じ

字が付
つ

いたボタンでも操
そ う さ

作できるようにする　など

	 耳
みみ

の聞
き

こえない人
ひと

が アナウンスなどの声
こえ

を 聞
き

くことができない

		  	 駅
えき

などの案
あんない

内では 声
こえ

のアナウンスだけでなく

			   掲
け い じ ば ん

示板に 文
も じ

字で示
しめ

したりする、講
こうえん

演やイベントのときには 

			   手
し ゅ わ

話通
つうやく

訳や要
ようやく

約筆
ひ っ き

記などを 準
じゅんび

備する など

	 精
せいしん

神障
しょうがい

害のある人
ひと

が 長
なが

い時
じ か ん

間 はたらけない

		  	 はたらく時
じ か ん

間を「１日
にち

８時
じ か ん

間」と 決
き

めてしまわないで

			   体
たいちょう

調などによって 短
みじか

い時
じ か ん

間だけ働
はたら

くことを 認
みと

める　など

これらの合
ご う り て き

理的配
はいりょ

慮は、「こういうときには こうする」と 前
まえ

もって 

決
き

めてしまうのではなく、障
しょうがい

害のある人
ひと

と 話
はな

し合
あ

いながら、

どうするのがいいか 考
かんが

えていくものです。

１ ピアサポートの理
り か い

解
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最
さいきん

近、「障
しょうがい

害」についての考
かんが

えかたが 変
か

わってきました。

前
まえ

までは、障
しょうがい

害は その人
ひと

が持
も

っているもので、

治
ちりょう

療やリハビリで 治
なお

せるものは 治
なお

す、と 考
かんが

えることが 多
おお

かったです。

これを 「個
こ じ ん

人モデル」や「医
いりょう

療モデル」の 考
かんが

えかたと いいます。

それに対
たい

して、社
しゃかい

会にバリアがあるせいで 困
こま

りごとが出
で

てくる、

という考
かんが

えかたを「社
しゃかい

会モデル」の 考
かんが

えかたと いいます。

たとえば、

「重
じゅうど

度の障
しょうがい

害があるから、地
ち い き

域で暮
く

らすのは 難
むずか

しい」というのは、

個
こ じ ん

人モデルの 考
かんが

えかたです。

社
しゃかい

会モデルでは、

「重
じゅうど

度の障
しょうがい

害のある人
ひと

を支
ささ

える仕
し く

組みなどが 地
ち い き

域にないから、

地
ち い き

域で暮
く

らすのは 難
むずか

しい」  と 考
かんが

えます。

この考
かんが

えは、障
しょうがい

害のある人
ひと

たちだけでなく、

みんなが暮
く

らしやすい社
しゃかい

会にしていくためにも 大
たいせつ

切です。

（４）で紹
しょうかい

介した「合
ご う り て き

理的配
はいりょ

慮」は、

社
しゃかい

会のバリアを できるだけ なくすための 取
と

り組
く

みです。

「社
しゃかい

会のほうに バリアがある」と考
かんが

えることは、

ピアサポート活
かつどう

動で 同
おな

じ障
しょうがい

害のある仲
な か ま

間の権
け ん り

利を守
まも

るためにも

とても 大
たいせつ

切なことです。

 （5）「障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約」で示
しめ

している「社
しゃかい

会モデル」
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グループごとに 自
じ こ

己紹
しょうかい

介を おこないましょう。

また、以
い か

下のことを 話
はな

しあってみましょう。

①	 ここまで聞
き

いた話
はなし

の感
かんそう

想

②	 あなたは、同
おな

じような状
じょうきょう

況や経
けいけん

験のある仲
な か ま

間から

	 助
たす

けられたり、影
えいきょう

響を受
う

けたりしたことは ありますか？

	 また、仲
な か ま

間同
ど う し

士のグループ活
かつどう

動

	 （趣
し ゅ み

味やスポーツなども含
ふく

みます）や

	 ピアサポート活
かつどう

動を 経
けいけん

験したことがありますか？

③	 これから どのような 仲
な か ま

間同
ど う し

士のグループ活
かつどう

動や

	 ピアサポート活
かつどう

動を おこないたいと思
おも

いますか？

グループ 演
えんしゅう

習 ①

１ ピアサポートの理
り か い

解
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「ピアサポートの実
じっさい

際・実
じつれい

例」では、

身
しんたい

体障
しょうがい

害、知
ち て き

的障
しょうがい

害、精
せいしん

神障
しょうがい

害、難
なんびょう

病、高
こ う じ の う

次脳機
き の う

能障
しょうがい

害、発
はったつ

達障
しょうがい

害など、

さまざまな障
しょうがい

害当
と う じ し ゃ

事者の皆
みな

さんの経
けいけん

験に基
もと

づいた語
かた

りを通
とお

して、

より具
ぐ た い て き

体的に ピアサポートを理
り か い

解していきます。

実
じっさい

際の研
けんしゅう

修では、

それぞれの自
じ ち た い

治体で活
かつやく

躍してこられた

ピアサポーターの皆
みな

さんの中
なか

から

異
こと

なる障
しょうがい

害のある講
こ う し

師を 何
なんにん

人か お招
まね

きして、

ピアサポーターとしての活
かつどう

動の実
じっさい

際をわかりやすく 語
かた

っていただきます。

ピアサポートの実
じ っ さ い

際・実
じ つ れ い

例2
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●	 話
はなし

を聴
き

くことで、相
あ い て

手にも 自
じ ぶ ん

分にも よい影
えいきょう

響があります。

●	 話
はな

しあう環
かんきょう

境も 大
たいせつ

切です。

●	 ピアサポーターは、相
あ い て

手の「ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）」を理
り か い

解して、

	 それを 大
たいせつ

切にします。

「話
はなし

を聴
き

くこと」は、ただ相
あ い て

手が話
はな

して終
お

わり ではありません。

話
はなし

を聴
き

くことで、相
あ い て

手にも 自
じ ぶ ん

分にも よい影
えいきょう

響があるものです。

たとえば、次
つぎ

のような よいことがあります。

 信
しんらい

頼できる関
かんけい

係になる

相
あ い て

手の気
き も

持ちや思
おも

いを大
たいせつ

切にしながら 話
はなし

を聴
き

くことで、

相
あ い て

手は「わかってもらえた」、「大
たいせつ

切にしてもらえた」と感
かん

じ、

安
あんしん

心することができます。

聴
き

くときは、相
あ い て

手を 否
ひ て い

定したり 批
ひ は ん

判したりしないことが

とても 大
たいせつ

切です。

 自
じ ぶ ん

分のことを より理
り か い

解できる

相
あ い て

手は、あなたに話
はなし

を聴
き

いてもらうことで、

コミュニケーションの基
き ほ ん

本3

 （1）ポイント

 （2）「話
はなし

を聴
き

くこと」で起
お

こる よい影
えいきょう

響
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自
じ ぶ ん

分の考
かんが

えや気
き も

持ちを 整
せ い り

理しやすくなり、

自
じ ぶ ん

分のことを より理
り か い

解できるかもしれません。

また、新
あたら

しい ものの見
み か た

方に 気
き

づいたり、

「こういう自
じ ぶ ん

分がいたのだ」と発
はっけん

見することもあります。

あなたも、話
はなし

を聴
き

くことで 相
あ い て

手のことを 

より深
ふか

く知
し

ることができます。

 自
じ り つ

立する力
ちから

や 自
じ ぶ ん

分で決
き

める力
ちから

が つく

丁
ていねい

寧に話
はなし

を聴
き

いてもらうことで、

相
あ い て

手は「自
じ ぶ ん

分にも できることがある」、

「他
ほか

の助
たす

けにも手
て

を伸
の

ばせる」など 

自
じ ぶ ん

分の力
ちから

に 気
き

づくことがあります。

そして、「どうしたいのか」、「これから どうするのか」など、

自
じ ぶ ん

分で考
かんが

えて ものごとを決
き

めていけるようになります。

以
い か

下の①〜③を続
つづ

けて、会
か い わ

話を ゆっくりと 深
ふか

めます。

① 相
あ い て

手の気
き

持
も

ちを 丁
ていねい

寧に 受
う

け取
と

る

相
あい

手
て

の言
こと

葉
ば

とともに、表
ひょうじょう

情や 声
こえ

の感
かん

じ、しぐさ、沈
ちんもく

黙など、

言
こと

葉
ば

以
い が い

外からも 相
あい

手
て

の気
き も

持ちを 注
ちゅうい

意深
ぶか

く、丁
ていねい

寧に 受
う

け取
と

ります。

 （3）うまく話
はなし

を聴
き

くコツ
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相
あ い て

手の話
はなし

を聴
き

くときに 次
つぎ

のような方
ほうほう

法を使
つか

ってみるのも

いいでしょう。

 言
い

い換
か

え

相
あ い て

手の話
はなし

を、自
じ ぶ ん

分の言
こ と ば

葉で 言
い

い換
か

えて 伝
つた

えてみます。

相
あ い て

手が「そう、それを 言
い

いたかった！」と感
かん

じられると、

相
あ い て

手の安
あんしん

心に つながります。

 まとめ

相
あ い て

手の話
はなし

が 長
なが

かったときなど、

大
だ い じ

事だと思
おも

った部
ぶ ぶ ん

分を 短
みじか

くまとめて 伝
つた

えてみます。

そうすることで、

相
あ い て

手は「自
じ ぶ ん

分の話
はなし

を きちんと理
り か い

解してくれている」と

安
あんしん

心できます。

② 相
あ い て

手のことを 自
じ ぶ ん

分の中
なか

で整
せ い り

理する

相
あ い て

手が言
い

いたいことや 相
あ い て

手の気
き も

持ちを

自
じ ぶ ん

分なりに 考
かんが

えて 整
せ い り

理します。

③ 話
はなし

の内
ないよう

容を確
たし

かめる、受
う

けとめた気
き も

持ちを表
ひょうげん

現する

相
あ い て

手の話
はなし

を 言
い

い換
か

えたり まとめたりして 内
ないよう

容を確
たし

かめます。

また、受
う

けとめた 相
あ い て

手の気
き も

持ちを

自
じ ぶ ん

分なりに 言
こ と ば

葉や態
た い ど

度で 表
ひょうげん

現したりします。

３ コミュニケーションの基
き ほ ん

本



20

また、自
じ ぶ ん

分自
じ し ん

身も 相
あ い て

手の話
はなし

を整
せ い り

理することができます。

 相
あ い て

手の気
き も

持ちへの共
きょうかん

感

「つらかったですね」、「〜と感
かん

じられたのですね」など、

相
あ い て

手の気
き も

持ちに共
きょうかん

感して 伝
つた

えます。

 確
かくにん

認の質
しつもん

問

「たとえば、具
ぐ た い て き

体的には どのようなことですか？」、

「いつから 続
つづ

いていますか？」など、

話
はなし

を深
ふか

めるための質
しつもん

問をします。

会
か い わ

話の流
なが

れに合
あ

わせて、質
しつもん

問が 多
おお

くならないようにします。

質
しつもん

問が 多
おお

すぎると、相
あ い て

手が

「調
しら

べられているみたいで いやだ」と感
かん

じてしまいます。

 沈
ちんもく

黙を大
たいせつ

切に

話
はなし

が止
と

まる時
じ か ん

間も、相
あ い て

手にとっては

考
かんが

えをまとめたり、気
き も

持ちを確
たし

かめたりする 大
たいせつ

切な時
じ か ん

間です。

あわてて 自
じ ぶ ん

分が話
はな

そうとしないで、

静
しず

かな時
じ か ん

間を そのまま受
う

けとめます。

 言
こ と ば

葉以
い が い

外の表
ひょうげん

現を大
たいせつ

切に

言
こ と ば

葉以
い が い

外でも、うなずき、目
め せ ん

線、表
ひょうじょう

情、しぐさなどで

「あなたの話
はなし

を 聴
き

いていますよ」という気
き も

持ちを 伝
つた

えられます。
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相
あ い て

手が安
あんしん

心して話
はな

せるためには、（３）であげたコツのほかに、

話
はなし

をする環
かんきょう

境も とても大
たいせつ

切です。

まずは、まわりに人
ひと

がいなくて、静
しず

かな場
ば し ょ

所であることが 大
たいせつ

切です。

ほかの人
ひと

が近
ちか

くにいたり うるさかったりすると、

自
じ ぶ ん

分も 相
あ い て

手も 話
はなし

に集
しゅうちゅう

中できませんし、

ほかの人
ひと

に 話
はなし

が聞
き

こえてしまう 危
あぶ

なさも あります。

また、相
あ い て

手と自
じ ぶ ん

分が ちょうどよく離
はな

れられる 広
ひろ

さがあること、

同
おな

じ目
め せ ん

線で話
はな

せることも 大
たいせつ

切なポイントです。

相
あ い て

手が座
すわ

っているのに 自
じ ぶ ん

分だけ立
た

ったまま 話
はな

すなど、

上
うえ

から見
み お

下ろすような姿
し せ い

勢は やめましょう。

座
すわ

る位
い ち

置は、正
しょうめん

面で 向
む

かいあうより、ななめ横
よこ

くらいに座
すわ

るほうが 

お互
たが

いに緊
きんちょう

張しにくいと いわれています。

 （4）話
はなし

を聴
き

く環
かんきょう

境

３ コミュニケーションの基
き ほ ん

本
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そして、あなたが不
ふ あ ん

安を感
かん

じる環
かんきょう

境や 落
お

ち着
つ

かない場
ば し ょ

所は

やめておきましょう。

あなたが不
ふ あ ん

安を感
かん

じていると、話
はなし

に集
しゅうちゅう

中しづらいですし、

あなたの不
ふ あ ん

安が 相
あ い て

手にも伝
つた

わってしまいます。

反
はんたい

対に、あなたが「ここは心
こ こ ち

地よいな」と感
かん

じられる環
かんきょう

境は、

相
あ い て

手にとっても 安
あんしん

心して話
はな

せる場
ば

になりやすいです。

 語
かた

りあい・聴
き

きあいながら「ピア」になる

相
あ い て

手は、同
おな

じような経
けいけん

験のある人
ひと

に 話
はなし

を聴
き

いてもらう。

自
じ ぶ ん

分は、同
おな

じような経
けいけん

験をしている人
ひと

の話
はなし

を 聴
き

く。

こうしていくことで、「同
おな

じような立
た ち ば

場や経
けいけん

験で 分
わ

かり合
あ

える仲
な か ま

間」

（ピアの関
かんけい

係）という気
き も

持ちが 育
そだ

っていきます。

孤
こ ど く

独になっていた人
ひと

が ピアサポーターに 話
はなし

を聴
き

いてもらうことで、

「自
じ ぶ ん

分は ひとりではなかったんだ」と感
かん

じ、

希
き ぼ う

望が生
う

まれることがあります。

ただし、同
おな

じ立
た ち ば

場や経
けいけん

験があるからといって、

すぐに「ピアの関
かんけい

係」になれるわけではありません。

お互
たが

いに 語
かた

りあい、聴
き

きあい、 体
たいけん

験を 

丁
ていねい

寧に 分
わ

かちあっていくことで、ピアの関
かんけい

係が 育
そだ

っていくのです。

 （5）ピアサポーターとして 意
い し き

識すること
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 自
じ ぶ ん

分の弱
よわ

さを伝
つた

えることで つながり、会
か い わ

話が広
ひろ

がる

あなたが 自
じ ぶ ん

分の弱
よわ

さや困
こま

りごとを 正
しょうじき

直に 伝
つた

えることで、

問
もんだい

題を解
かいけつ

決するだけではなく、

豊
ゆた

かなコミュニケーションに つながることがあります。

たとえば、相
あ い て

手が「眠
ねむ

れなくて 困
こま

っている」という

相
そうだん

談をしたとします。

それに対
たい

して、すぐに 解
かいけつ

決方
ほうほう

法を アドバイスすれば、

相
あ い て

手の悩
なや

みは 一
い っ き

気に 解
かいけつ

決するかもしれません。

一
いっぽう

方で、あなたが「助
たす

ける側
がわ

」、相
あ い て

手が「助
たす

けられる側
がわ

」という

決
き

まった関
かんけい

係になってしまうことが あります。

もし、聞
き

き手
て

である あなたにも 同
おな

じような経
けいけん

験があれば、

「わたしも 眠
ねむ

れないときがあるんです。

いろいろ試
ため

してみたけれども、うまくいかないこともあって」と、

自
じ ぶ ん

分の弱
よわ

さを そっと伝
つた

えてみると どうでしょうか。

相
あ い て

手は 同
おな

じような悩
なや

みのある仲
な か ま

間として つながりを感
かん

じて、

「眠
ねむ

れないときには、どうやって 過
す

ごしていますか？」

というように、話
わ だ い

題が広
ひろ

がるかもしれません。

 誰
だれ

かに相
そうだん

談した経
けいけん

験が、ピアサポーターの強
つよ

みになる

ピアサポーターをめざす人
ひと

なら、今
いま

までに 障
しょうがい

害や病
びょうき

気、

生
い

きづらさについて、誰
だれ

かに相
そうだん

談した経
けいけん

験があると思
おも

います。

３ コミュニケーションの基
き ほ ん

本
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そのとき、あなたは 不
ふ あ ん

安や緊
きんちょう

張で いっぱいだったのでは

ないでしょうか。

これから あなたのところに相
そうだん

談に来
く

る人
ひと

も、

きっと同
おな

じような不
ふ あ ん

安を 抱
かか

えています。

あなた自
じ し ん

身にも そうした経
けいけん

験があるからこそ、

相
そうだん

談に来
く

る人
ひと

の気
き も

持ちに 自
し ぜ ん

然と寄
よ

りそえるはずです。

これは ピアサポーターとしての 大
おお

きな強
つよ

みです。

自
じ ぶ ん

分の経
けいけん

験を 細
こま

かく覚
おぼ

えていなくても 大
だいじょうぶ

丈夫です。

前
まえ

に ほかの人
ひと

に 相
そうだん

談したときの 自
じ ぶ ん

分の気
き も

持ちや

相
あ い て

手が どのように 聴
き

いてくれたのかを 思
おも

い浮
う

かべてみます。

そうすることで、話
はなし

の聴
き

きかたのヒントが たくさん わかってきます。

このように、ときどき 自
じ ぶ ん

分の経
けいけん

験を振
ふ

り返
かえ

ってみることを

おすすめします。

 ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）とは？

わたしたちは つい、「相
あ い て

手も 自
じ ぶ ん

分と同
おな

じように 考
かんが

えているだろう」と

思
おも

ってしまうことがあります。

しかし、人
ひと

によって 思
おも

い浮
う

かべることや感
かん

じ方
かた

が違
ちが

うことは

よくあります。

 （6）お互
たが

いの ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）を認
みと

める
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それは、育
そだ

った家
か て い

庭や文
ぶ ん か

化、それまでの経
けいけん

験などによって、

一
ひ と り

人ひとりの「ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）」が あるからです。

例：熱
ねつ

が出
で

たときの「ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）」の違
ちが

い

ピアサポーターが 仕
し ご と

事で 相
あ い て

手の家
いえ

に 行
い

きました。
相
あ い て

手は 37 度
ど だ い

台の熱
ねつ

があり、つらそうに見
み

えます。

とても つらそうですね。

	病
びょういん

院には 行
い

かれましたか？

熱
ねつ

があるなら、病
びょういん

院に行
い

ったほうがいいですよ。

つらそうですし

でも、念
ねん

のため 行
い

ったほうが 安
あんしん

心ですよ

大
だいじょうぶ

丈夫ですよ。

これくらいの熱
ねつ

で病
びょういん

院に行
い

く人
ひと

は いませんよ

いいえ。家
いえ

で休
やす

んでいれば 大
だいじょうぶ

丈夫ですよ

病
びょういん

院に行
い

くほどでは…

ピア
サポーター

ピア
サポーター

ピア
サポーター

相
あいて
手

相
あいて
手

相
あいて
手

３ コミュニケーションの基
き ほ ん

本
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前
まえ

のページの会
か い わ

話では「熱
ねつ

が出
で

たら 病
びょういん

院へ行
い

くべきだ」

というピアサポーターの考
かんが

え（世
せ か い か ん

界観）と、

「病
びょういん

院は もっと体
たいちょう

調が悪
わる

くなってから行
い

くところだ」

という相
あ い て

手の考
かんが

え（世
せ か い か ん

界観）が すれ違
ちが

っています。

そして、ピアサポーターは、相
あ い て

手が病
びょういん

院に行
い

かないことを

「よくないことだ」と決
き

めつけて 話
はな

してしまっています。

しかし、相
あ い て

手は 相
あ い て

手なりの理
り ゆ う

由や経
けいけん

験から

「今
いま

は 病
びょういん

院に行
い

かなくても 問
もんだい

題ない」と判
はんだん

断しているかもしれません。

前
まえ

にも書
か

いたように、ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）は、育
そだ

った家
か て い

庭や文
ぶ ん か

化、

それまでの経
けいけん

験などによって 一
ひ と り

人ひとり ちがいます。

相
あ い て

手が どんな世
せ か い か ん

界観を もっているのかを、

前
まえ

もって知
し

ることも できません。

大
たいせつ

切なのは、「人
ひと

は それぞれ、ものの見
み

え方
かた

や 考
かんが

えかたが ちがう」

ということを理
り か い

解して、相
あ い て

手の考
かんが

えを大
だ い じ

事にしながら 話
はな

すことです。

そうすることで、相
あ い て

手が本
ほんとう

当に必
ひつよう

要としている助
たす

けにも、

気
き

づきやすくなります。

さっきの例
れい

だと、次
つぎ

のように 話
はな

してみるのは どうでしょうか。
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とても つらそうですね。

	病
びょういん

院には 行
い

かれましたか？

熱
ねつ

があると 心
しんぱい

配になりますよね。

病
びょういん

院に行
い

くという方
ほうほう

法もありますが、

家
いえ

で休
やす

むほうが 安
あんしん

心しますか？

なるほど、今
いま

までは そうしてきたのですね。

私
わたし

は 具
ぐ あ い

合が悪
わる

くなると 病
びょういん

院に行
い

くほうですが、

あなたは どうしたいと思
おも

っていますか？

病
びょういん

院に行
い

くのは ちょっと…

でも、今
いま

の体
たいちょう

調は 何
なん

とかしたいです…

いいえ。家
いえ

で休
やす

んでいれば 大
だいじょうぶ

丈夫ですよ

熱
ねつ

が出
で

ても、

いつも家
いえ

で寝
ね

て 治
なお

しているので…。

病
びょういん

院に行
い

くものなのでしょうか？

ピア
サポーター

ピア
サポーター

ピア
サポーター

相
あいて
手

相
あいて
手

相
あいて
手

３ コミュニケーションの基
き ほ ん

本
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経
け い け ん

験 の

意
い み

味 を探
さ ぐ

る

その出
で き ご と

来事は、あなたにとって
どのような意

い み

味が ありましたか？

世
せ か い か ん

界 観 の

背
は い け い

景 を聞
き

く

そう感
かん
じるようになったのは、

どんな体
たいけん
験があったからですか？

別
べ つ

の 見
み か た

方 を

考
かんが

えてみる

もし ほかの人
ひと
が 同

おな
じ場

ば め ん
面を見

み
たら、

どう感
かん
じると思

おも
いますか？

お 互
た が

いの 感
か ん

じ方
か た

を

比
く ら

べてみる

わたしは こう感
かん
じたけど、

あなたは どう思
おも
いましたか？

未
み ら い

来 に向
む

けて

考
かんが

える

これからは、どんな考
かんが
え方

かた
を 

試
ため
してみたいですか？

ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）を知
し

るための問
と

いかけの例
れい

ポイントは、「あなたは そういうふうに考
かんが

えているのですね」

と受
う

けとめながら 話
はなし

を広
ひろ

げることです。

「どちらが正
ただ

しいか」は 大
たいせつ

切ではないことも あるのです。



演
えんしゅう

習
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今
いま

までの生
せいかつ

活の中
なか

で、　「この人
ひと

には 安
あんしん

心して話
はな

せたな」
「話
はなし

を聴
き

いてもらえて うれしかったな」と感
かん

じた場
ば め ん

面があると思
おも

います。
そのとき、聴

き

いてくれた人
ひと

は どんな態
た い ど

度だったのかを思
おも

い出
だ

して、
みんなに 紹

しょうかい

介してみましょう。

1. 	 自
じ ぶ ん

分の経
けいけん

験を思
おも

い出
だ

して 書
か

く（約
やく

3 分
ぷん

）
	 自

じ ぶ ん

分の経
けいけん

験を振
ふ

り返
かえ

りながら、
	 安

あんしん

心してができたときの 聞
き

き手
て

の態
た い ど

度を 短
みじか

い文
ぶん

で まとめます。

	 例
れい

：うなずいてくれた、否
ひてい

定しなかった、ゆっくり聞
き

いてくれた……など

2. 	 グループで 紹
しょうかい

介しあう（12 分
ふん

くらい）
	 1

ひ と り

人につき 1 分
ぷん

くらいで、自
じ ぶ ん

分がまとめた内
ないよう

容を 発
はっぴょう

表します。
	 全

ぜんいん

員の発
はっぴょう

表が終
お

わったら、
	 感

かん

じたことや気
き

づいたことを 伝
つた

えあいます。

その２−１：話
はなし

を聴
き

くワーク

1.	 3 人
にん

1 組
くみ

のグループを作
つく

ります。　

2.	 1 回
か い め

目の「聞
き

き手
て

」「話
はな

し手
て

」「観
かんさつ

察する人
ひと

」の役
やくわり

割を決
き

めます。
　　（役

やくわり

割を交
こうたい

代して 全
ぜ ん ぶ

部で 3 回
かい

 おこないます。）

演
えんしゅう
習その 1 の進

すす
め方

かた

演
えんしゅう
習その２−１の進

すす
め方

かた

「安
あ ん し ん

心して話
はなし

ができたときの 聴
き

き手
て

の態
た い ど

度」のワーク

その1

2
ふ た り

人で聴
き

き合
あ

うワーク

その2

３ コミュニケーションの基
き ほ ん

本
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3. 	 話
はな

し手
て

が 話
はなし

をします。（3 〜 5 分
ふん

）

　	 話
わだい

題の例
れい

：	 最
さいきん

近 気
き

づいた 自
じぶん

分の変
へんか

化、家
かぞく

族・友
ともだち

達・当
とうじしゃ

事者仲
なかま

間のこと、

	 	 最
さいきん

近あったできごと　など

	 聞
き

き手
て

は、話
はなし

を 丁
ていねい

寧に聴
き

きます。
	 相

あ い て

手の感
かん

じ方
かた

や ものの見
み か た

方（世
せ か い か ん

界観）に 関
かんしん

心を向
む

けます。
	 質

しつもん

問をしてもいいですが、アドバイスや意
い け ん

見は 控
ひか

えます。

4. 	 役
やくわり

割を交
こうたい

代して、3 と同
おな

じことをします。
	 3 回

かい

おこなって、全
ぜんいん

員が 1 回
かい

ずつ「聞
き

き手
て

」役
やく

をします。

5.	 終
お

わったら、話
はな

してみての感
かんそう

想、聴
き

いてみての感
かんそう

想、
	 観

かんさつ

察していて気
き

づいたことを 3 人
にん

で 話
はな

し合
あ

います。（10 分
ぷん

）

その２−２：言
こ と ば

葉を使
つか

わないで 話
はなし

を聴
き

くワーク

1. 	 3 人
にん

1 組
くみ

のグループを作
つく

ります。

2. 	 1 回
か い め

目の「聞
き

き手
て

」「話
はな

し手
て

」「観
かんさつ

察する人
ひと

」の役
やくわり

割を決
き

めます。
　　（役

やくわり

割を交
こうたい

代して 全
ぜ ん ぶ

部で 3 回
かい

 おこないます。）

3. 	 話
はな

し手
て

が 話
はなし

をします。（3 〜 5 分
ぷん

）
	 話

わだい

題の例
れい

：ワークその２−１の話
わだい

題の続
つづ

き　など

	 聞
き

き手
て

は、言
こ と ば

葉を使
つか

わずに 聴
き

いてみます。
	 うなずき、目

め せ ん

線、しぐさなどの「言
げ ん ご

語ではない表
ひょうげん

現」で、
	 話

はなし

を受
う

けとめた気
き も

持ちを 自
し ぜ ん

然に伝
つた

えます。

4. 	 役
やくわり

割を交
こうたい

代して、3 と同
おな

じことをします。
	 3 回

かい

おこなって、全
ぜんいん

員が 1 回
かい

ずつ「聞
き

き手
て

」役
やく

をします。

5. 	 終
お

わったら、3 人
にん

で振
ふ

り返
かえ

ります。（10 分
ぷん

）
	 よかったこと、難

むずか

しかったこと、感
かん

じたことなどを 話
はな

し合
あ

います。

演
えんしゅう
習その２−２の進

すす
め方

かた

演
えんしゅう

習
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この項
こうもく

目では、 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉に関
かんけい

係する制
せ い ど

度や法
ほうりつ

律について知
し

り、

ピアサポート活
かつどう

動に活
い

かしていくことを めざします。

好
す
きなスポーツを観

み
るために、

いっしょに電
でんしゃ
車に乗

の
ってついてきて

いっしょに楽
たの
しんでくれる人

ひと

いきたい会
しゃかい
社で働

はたら
くために、

いっしょに面
めんせつ
接テストの練

れんしゅう
習をして

合
ごうかく
格したら いっしょに喜

よろこ
んでくれる人

ひと

自
じ た く
宅で自

じ ぶ ん
分の代

か
わりに

洗
せんたくもの
濯物を干

ほ
してくれる人

ひと
働
はたら
いているカフェで おいしいコーヒーの

いれ方
かた
を 教

おし
えてくれる人

ひと

障
し ょ う が い

害福
ふ く し

祉サービス等
な ど

の
基
き そ

礎と実
じ っ さ い

際
4

 （1）「誰
だれ

もが自
じ ぶ ん

分の思
おも

いを大
たいせつ

切にしながら お互
たが

いの思
おも

いを
	 　大

たいせつ

切にしあえる社
しゃかい

会」をめざす 法
ほうりつ

律や制
せ い ど

度

 今
いま

ある障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなど
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このような 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどは、

日
に ほ ん

本のどの地
ち い き

域でも 利
り よ う

用することができるようになっています。

しかし、地
ち い き

域によっては サービスをおこなう施
し せ つ

設が少
すく

ない などの

問
もんだい

題もあります。

それぞれの地
ち い き

域には、

「自
じ り つ

立支
し え ん

援協
きょうぎかい

議会」という 話
はな

しあいの場
ば

が あります。

それぞれの地
ち い き

域の課
か だ い

題について 地
ち い き

域の人
ひと

たちが話
はな

し合
あ

う場
ば

です。

話
はな

し合
あ

いを聴
き

きに行
い

くこと（傍
ぼうちょう

聴）も できます。

地
ち い き

域のホームページに 日
にってい

程などが載
の

っていますので、

関
かんしん

心をもって 見
み

てみましょう。

　

障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどは、

「障
しょうがいしゃ

害者総
そうごう

合支
し え ん ほ う

援法」という法
ほうりつ

律で 決
き

められています。

この法
ほうりつ

律は、3 年
ねん

ごとに 見
み な お

直されることになっています。

具
ぐ た い て き

体的な障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの内
ないよう

容については、

厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省という国
くに

の役
やくしょ

所のホームページに書
か

いてあります。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/
service/naiyou.html
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職
しょくば

場の同
どうりょう

僚や ピアサポーターのネットワークなどで 情
じょうほう

報交
こうかん

換をして、

障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどについて 新
あたら

しい情
じょうほう

報を得
え

られるようにすると

よいでしょう。

 今
いま

の障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどは どうやって できた？

日
に ほ ん

本では、２０００年
ねん

から 福
ふ く し

祉が大
おお

きく変
か

わっていきました。

障
しょうがい

害のある人
ひと

たちに対
たい

しては、次
つぎ

の３つを めざして

新
あたら

しい制
せ い ど

度が 考
かんが

えられました。

このために、それまであった いくつかの法
ほうりつ

律を 新
あたら

しくして、

２００３年
ねん

からは「支
し え ん ひ

援費制
せ い ど

度」という 新
あたら

しい制
せ い ど

度が はじまりました。

この制
せ い ど

度ができて、どの施
し せ つ

設で 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスを使
つか

うかを

障
しょうがい

害のある人
ひと

自
じ し ん

身が 選
えら

べるように なりました。

しかし、障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスのために 役
やくしょ

所が出
だ

すお金
かね

が 足
た

りなくなり、

支
し え ん ひ

援費制
せ い ど

度は 続
つづ

けられなくなりました。

そのため、２００６年
ねん

に「障
しょうがいしゃ

害者自
じ り つ

立支
し え ん ほ う

援法」が はじまりました。

しかし、この法
ほうりつ

律にも 問
もんだい

題が ありました。

①	 一
ひ と り

人ひとりが自
じ り つ

立できるようにし、

	 自
じ ぶ ん

分で選
えら

んだことが 大
たいせつ

切にされる 制
せ い ど

度をつくる

②	 質
しつ

の高
たか

い福
ふ く し

祉サービスを広
ひろ

げる

③	 地
ち い き

域での生
せいかつ

活を いろいろな面
めん

で支
し え ん

援するため、

	 地
ち い き

域の福
ふ く し

祉を 充
じゅうじつ

実させる

4 障
しょうがいふくし

害福祉サービス等
など

の基
き そ

礎と実
じっさい

際
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障
しょうがいしゃ

害者自
じ り つ

立支
し え ん ほ う

援法では

サービスの料
りょうきん

金のうち １割
わり

を 利
り よ う し ゃ

用者が負
ふ た ん

担しなければならない など、

「憲
けんぽう

法に 違
い は ん

反している」といわれるような 内
ないよう

容でした。

　　

そこで ２０１０年
ねん

に「障
しょう

がい者
しゃ

制
せ い ど

度改
かいかく

革推
すいしん

進会
か い ぎ

議」という

話
はな

しあいの場
ば

が つくられました。

この会
か い ぎ

議に参
さ ん か

加した人
ひと

の 半
はんぶん

分以
いじょう

上が 障
しょうがい

害のある人
ひと

や その家
か ぞ く

族でした。

障
しょうがい

害のある人
ひと

たちに関
かん

する制
せ い ど

度を 障
しょうがい

害のある人
ひと

たちが中
ちゅうしん

心になって 

つくる という 大
おお

きな出
で き ご と

来事になりました。

この会
か い ぎ

議の内
ないよう

容は、１の４で紹
しょうかい

介した「障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約」にも

大きく 影
えいきょう

響を受
う

けました。

障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利条
じょうやく

約が つくられるときには、

「私
わたし

たちのことを、私
わたし

たち抜
ぬ

きで決
き

めないで」が

合
あ

い言
こ と ば

葉になっていました。

また、「社
しゃかい

会のほうに バリアがある」という

「社
しゃかい

会モデル」の考
かんが

えかたを 大
たいせつ

切にしました。

障
しょう

がい者
しゃ

制
せ い ど

度改
かいかく

革推
すいしん

進会
か い ぎ

議で つくられた 日
に ほ ん

本の新
あたら

しい制
せ い ど

度でも、

こうした考
かんが

えかたが 大
たいせつ

切にされました。

また、障
しょうがい

害のある人
ひと

たちの団
だんたい

体は、

新
あたら

しい制
せ い ど

度に対
たい

して 次
つぎ

の「6 つのめざすもの」を 求
もと

めました。
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２０１３年
ねん

から はじまって 今
いま

もある「障
しょうがいしゃ

害者総
そうごう

合支
し え ん ほ う

援法」では、

「6 つのめざすもの」は まだ十
じゅうぶん

分には できていませんが、

前
まえ

の障
しょうがいしゃ

害者自
じ り つ

立支
し え ん ほ う

援法で 問
もんだい

題だった点
てん

は 変
か

わりました。

これから 制
せ い ど

度・法
ほうりつ

律を より良
よ

いものとするために、

ピアサポーターも 社
しゃかい

会に 意
い け ん

見を伝
つた

えていくことが　とても 大
たいせつ

切です。

※	障
しょう

がい者
しゃ

制
せ い ど

度改
かいかく

革推
すいしんかいぎ

進会議総
そうご う ふ く し ぶ か い

合福祉部会

	 「障
しょうがいしゃそうごうふくしほう

害者総合福祉法の骨
こっかく

格に関
かん

する総
そうごう

合福
ふ く し

祉部
ぶ か い

会の提
ていげん

言 －新
しんぽう

法の制
せいてい

定を目
め ざ

指して－」

	 (2011 年
ねん

8 月
がつ

30 日
にち

）をもとに、わかりやすく書
か

き換
か

え

1. 障
しょうがい

害のない市
し み ん

民と平
びょうどう

等・公
こうへい

平になるよう、

	  必
ひつよう

要な支
し え ん

援を受
う

ける権
け ん り

利を守
まも

る

2. 支
し え ん

援を受
う

けられない人
ひと

をなくし、

	 すべての障
しょうがいしゃ

害者を 対
たいしょう

象とする

3. 市
しちょうそん

町村がもっている お金
かね

の量
りょう

などで

	 地
ち い き

域ごとに差
さ

が出
で

ないようにする

4. 精
せいしん

神障
しょうがい

害のある人
ひと

らが 家
か て い

庭の事
じじょう

情などで

	 入
にゅういん

院させられるといった 放
ほお

っておけない問
もんだい

題を 解
かいけつ

決する

5. 障
しょうがい

害のある人
ひと

が 本
ほんとう

当に必
ひつよう

要な支
し え ん

援を 受
う

けられるようにする

6. １から５までを おこなうために

	 役
やくしょ

所のお金
かね

が 足
た

りなくならないようにする

6 つのめざすもの

4 障
しょうがいふくし

害福祉サービス等
など

の基
き そ

礎と実
じっさい

際
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障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどの種
しゅるい

類によっては、

「サービス等
とう

利
り よ う

用計
けいかく

画」を つくることが あります。

相
そうだん

談支
し え ん

援専
せんもんいん

門員という人
ひと

が、障
しょうがい

害のある人
ひと

の思
おも

いや考
かんが

えを聴
き

きながら、

どのようなサービスを使
つか

うかなどの計
けいかく

画を つくります。

障
しょうがい

害のある人
ひと

や その家
か ぞ く

族が 計
けいかく

画を つくる場
ば あ い

合も あります。

これを「セルフプラン」と いいます。

　　

計
けいかく

画を つくるときには、障
しょうがい

害のある人
ひと

に サービスについての

詳
くわ

しい情
じょうほう

報が 伝
つた

わることが とても 大
たいせつ

切です。

情
じょうほう

報が 足
た

りなければ、本
ほんとう

当に必
ひつよう

要なサービスが 

選
えら

べなかったりするからです。

情
じょうほう

報が 十
じゅうぶん

分にあることで、自
じ ぶ ん

分らしく暮
く

らせることに つながります。

ただし、特
とく

に 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの施
し せ つ

設で働
はたら

くピアサポーターには

意
い し き

識してほしいことが あります。

それは、障
しょうがい

害のある人
ひと

が誰
だれ

でも いつでも 

困
こま

っているわけではない ということです。

これから 新
あたら

しく計
けいかく

画を つくらなくても、　　

自
じ ぶ ん

分らしい暮
く

らしが できている場
ば あ い

合も あります。

相
あ い て

手に 情
じょうほう

報を伝
つた

えたうえで、これから どうするかは、

その相
あ い て

手の思
おも

いや考
かんが

えを 大
たいせつ

切にします。

 （2）自
じ ぶ ん

分らしく 暮
く

らすこと
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 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどを使
つか

う流
なが

れ

●	 自
じ ぶ ん

分らしく暮
く

らせていない状
じょうたい

態

●	 必
ひつよう

要と思
おも

われる情
じょうほう

報を手
て

に入
い

れ、

	 自
じ ぶ ん

分の思
おも

いを大
たいせつ

切にしたいと

	 感
かん

じられる環
かんきょう

境

●	 必
ひつよう

要な障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービス等
など

が書
か

かれた

	 サービス等
とう

利
り よ う

用計
けいかくあん

画案を作
つく

る

●	  障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの利
り よ う

用を

	 役
やくしょ

所に申
しんせい

請する

●	  自
じ ぶ ん

分らしい暮
く

らしを実
じつげん

現するための

	 チームが集
あつ

まって方
ほうこう

向を確
かくにん

認する

　( サービス担
たんとうしゃ

当者会
か い ぎ

議）

●	 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの支
しきゅう

給が決
けってい

定

●	 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの提
ていきょう

供状
じょうきょう

況や

	 使
つか

い心
ご こ ち

地の確
かくにん

認（モニタリング）

4 障
しょうがいふくし

害福祉サービス等
など

の基
き そ

礎と実
じっさい

際
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今の障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスなどの制
せ い ど

度や法
ほうりつ

律には、

まだまだ 問
もんだい

題もあります。

でも、だからといって

自
じ ぶ ん

分らしい暮
く

らしが できないわけでは ありません。

自
じ ぶ ん

分らしい暮
く

らしが できるかどうかは、

制
せ い ど

度や法
ほうりつ

律以
い が い

外のことも 関
かんけい

係してきます。

ピアサポート活
かつどう

動も、その一
ひと

つです。

仕
し ご と

事として お金
かね

をもらっておこなうピアサポートのほか、

ふだんの暮
く

らしのなかで 障
しょうがい

害のある人
ひと

同
ど う し

士で 支
ささ

えあうことで、

自
じ ぶ ん

分の思
おも

いを大
たいせつ

切にできる社
しゃかい

会に なっていくことでしょう。

 （3）いろいろな場
ば め ん

面での ピアサポートの活
かつよう

用

 ピアカウンセラー ピアヘルパー ピアサポーター

ピアスタッフ 自
 じじょ

助グループの
世
せ わ に ん

話人（代
だいひょう

表の人
ひと

）
学
がっこう

校（教
きょういくげんば

育現場）での
ピアサポート
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ふだんの暮
く

らしのなかで、

どんなところにピアサポーターがいて、

どんなことができると いいでしょうか？

あなたが暮
く

らす街
まち

 ・ いつもの生
せいかつ

活や、

あなた自
じ し ん

身が「とても助
たす

かった」

という経
けいけん

験を思
おも

い浮
う

かべて、

自
じ ゆ う

由に 考
かんが

えを 伝
つた

えてみてください。

あなたの考
かんが

えが制
せ い ど

度になって、

誰
だれ

にでも使
つか

えるサービスになるかもしれません。

演
えんしゅう

習

4 障
しょうがいふくし

害福祉サービス等
など

の基
き そ

礎と実
じっさい

際
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障
しょうがい

害や病
びょうき

気などの経
けいけん

験は、

あなたにとって いやなことかもしれません。

ただ、ピアサポーターとして活
かつどう

動するときには、

あなたの経
けいけん

験が ほかの人
ひと

の役
やく

に立
た

つことになります。

障
しょうがい

害のある ほかの人
ひと

は もちろんのこと、

その家
か ぞ く

族、支
し え ん し ゃ

援者などにも 役
やく

に立
た

つことが あります。

 ピアサポーターだからこそ できること

●	  相
あ い て

手が受
う

けている差
さ べ つ

別などを 自
じ ぶ ん

分のことのように感
かん

じられ、

相
あ い て

手の立
た ち ば

場に寄
よ

りそって 考
かんが

えることができる。

●	  あなたが経
けいけん

験した話
はなし

を 相
あ い て

手が聴
き

くことで、

相
あ い て

手が「自
じ ぶ ん

分だけじゃないんだ」と思
おも

えたり、

自
じ ぶ ん

分の考
かんが

えかたなどを変
か

える きっかけになったりする。

あなたが経
けいけん

験した話
はなし

から、

相
あ い て

手が 将
しょうらい

来のことを 具
ぐ た い て き

体的に想
そうぞう

像することが できる。

また、悩
なや

みや困
こま

りごとを解
かいけつ

決する ヒントになる。

　　・障
しょうがい

害のある人
ひと

が中
ちゅうしん

心になることの大
たいせつ

切さを

家
か ぞ く

族や支
し え ん し ゃ

援者、そして 社
しゃかい

会に向
む

けて 伝
つた

えることができる。

ピアサポーターの専
せ ん も ん せ い

門性5

 （1）あなたの経
けいけん

験が 役
やく

に立
た

つ
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そして、自
じ ぶ ん

分の経
けいけん

験が ほかの人
ひと

の 役
やく

に立
た

つことで、

あなた自
じ し ん

身にも よい影
えいきょう

響が あるでしょう。

これらが ピアサポート活
かつどう

動の特
とくちょう

徴の１つであり、

とても魅
みりょくてき

力的な仕
し ご と

事になる可
か の う せ い

能性が あるのです。

もちろん、ピアサポート活
かつどう

動は

相
あ い て

手のことを 第
だいいち

一に考
かんが

えて おこないます。

それでも、ピアサポート活
かつどう

動をしていくうちに、

あなた自
じ し ん

身の悩
なや

みや困
こま

りごとを解
かいけつ

決するヒントが

見
み

つかるかもしれません。

相
あ い て

手の話
はなし

を聴
き

いて、自
じ ぶ ん

分の経
けいけん

験を話
はな

す といった活
かつどう

動は、

あなた１
ひ と り

人でも できると思
おも

います。

ただ、ピアサポートを おこなっていくなかで、

ピアサポーターではない人
ひと

や、福
ふ く し

祉施
し せ つ

設・役
やくしょ

所・グループなどと

協
きょうりょく

力して 進
すす

めていくこと（協
きょうどう

働）が 必
ひつよう

要なことも あるでしょう。

　　

たとえば、相
あ い て

手が 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスを

使
つか

おうと考
かんが

えていたり、いま 使
つか

っている場
ば あ い

合、

サービスの詳
くわ

しい説
せつめい

明は 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉の専
せんもん

門の人
ひと

が おこなうなど

役
やくわり

割を分
ぶんたん

担することが あります。

 （2）ほかの職
しょくしゅ

種・機
き か ん

関との「協
きょうどう

働」

5 ピアサポーターの専
せんもんせい

門性
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また、相
あ い て

手の考
かんが

えが 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉の関
かんけいしゃ

係者などに

うまく 伝
つた

わっていないような場
ば あ い

合には、

相
あ い て

手の思
おも

いに寄
よ

りそって 関
かんけいしゃ

係者に確
かくにん

認することも あります。

ほかの人
ひと

や施
し せ つ

設などと 協
きょうりょく

力するとき、

あなたの考
かんが

えと ほかの人
ひと

や施
し せ つ

設などの考
かんが

えが違
ちが

うことも あるでしょう。

そのようなときは、争
あらそ

うのではなく、

いろいろな見
み

かたがあることを理
り か い

解しながら、

ていねいに 話
はな

しあっていきましょう。

そうすることで、お互
たが

いに 信
しんらい

頼しあえるようになります。

これは、ピアサポートをする相
あ い て

手にとっても大
たいせつ

切なことです。

相
あ い て

手から聴
き

く話
はなし

のなかには、

まだ ほかの人
ひと

には話
はな

していない内
ないよう

容も あるかもしれません。

その場
ば あ い

合は、相
あ い て

手に

「障
しょうがい

害福
ふ く し

祉の関
かんけいしゃ

係者の人
ひと

たちにも 知
し

ってほしいですか？」

と 確
かくにん

認してみます。

相
あ い て

手が「知
し

ってほしい」という場
ば あ い

合には、

「あなたから 今
こ ん ど

度 話
はな

してみますか？」と 聞
き

いてみます。

相
あ い て

手が「自
じ ぶ ん

分では 話
はな

しづらいから、代
か

わりに 話
はな

してほしい」と

希
き ぼ う

望した場
ば あ い

合には、

あなたが 代
か

わりに 伝
つた

えることも あるかもしれません。

相
あ い て

手の思
おも

いや考
かんが

えを知
し

って、大
たいせつ

切にすることが、

ピアサポーターができる 大
だ い じ

事な役
やくわり

割です。
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①	ピアサポーターの専
せんもんせい

門性を

	 活
い

かせるようになっていくために、

	 わたしたちは どのようなことをすると 

	 良
よ

いでしょうか。

②	支
し え ん

援の内
ないよう

容や方
ほうほう

法について、

	 障
しょうがい

害福
ふ く し

祉の他
ほか

の職
しょくいん

員と 

	 意
い け ん

見が合
あ

わない場
ば あ い

合も あると思
おも

います。

	 そのようなとき、どうしたら 良
よ

いでしょうか。

	 （専
せんもんしょく

門職のかたは、同
どうりょう

僚である他
ほか

の専
せんもんしょく

門職、

	 またはピアサポーターと

	 意
い け ん

見が合
あ

わない場
ば あ い

合を 想
そうてい

定してください。）

演
えんしゅう

習

5 ピアサポーターの専
せんもんせい

門性



44

　2016 年
ねん

（ 平
へいせい

成 28 年
ねん

）度
ど

か ら 厚
こうせい

生 労
ろうどうしょう

働 省 の 研
けんきゅう

究 事
じぎょう

業 と し て

「障
しょう

害
がいしゃ

者ピアサポートの専
せんもんせい

門性を高
たか

めるための研
けんしゅう

修に関
かん

する研
けんきゅう

究」

が始
はじ

まりました。

　当
と う じ

時、アメリカやカナダでは「認
にんてい

定ピアスペシャリスト」がす

でに活
かつやく

躍しており、日
に ほ ん

本でも精
せいしん

神障
しょうがい

害の領
りょういき

域を中
ちゅうしん

心に、同
どうよう

様の仕
し

組
く

みを目
め ざ

指した活
かつどう

動が進
すす

んでいました。しかし、その研
けんきゅう

究事
じぎょう

業が

これまでと違
ちが

っていたのは、「すべての障
しょうがい

害（身
しんたい

体・知
ち て き

的・精
せいしん

神な

ど）」を対
たいしょう

象とした共
きょうつう

通の養
ようせい

成研
けんしゅう

修を作
つく

り上
あ

げるという点
てん

でした。

　日
に ほ ん

本の障
しょうがい

害福
ふ く し

祉は、障
しょうがい

害ごとに法
ほうりつ

律や活
かつどう

動が整
ととの

えられてきた歴
れき

史
し

があります。そのため、それぞれの領
りょういき

域で活
かつどう

動してきた当
と う じ し ゃ

事者

の皆
みな

さんが、果
は

たして「ひとつになる」という決
けつだん

断をしてくださ

るだろうか、という大
おお

きな不
ふ あ ん

安がありました。

　しかし、多
おお

くの方
かたがた

々がこの事
じぎょう

業の趣
し ゅ し

旨に共
きょうかん

感してくださったこ

とで、研
けんきゅうはん

究班が立
た

ち上
あ

がりました。それぞれの障
しょうがい

害の違
ちが

いを受
う

け

止
と

めながら、共
きょうつう

通する大
たいせつ

切な部
ぶ ぶ ん

分を軸
じく

にして、現
げんざい

在の「障
しょうがいしゃ

害者ピ

アサポート研
けんしゅう

修」が創
つく

り上
あ

げられたのです。

お わ り に
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　その後
ご

、「障
しょうがいしゃ

害者の権
け ん り

利に関
かん

する条
じょうやく

約」の批
ひじゅん

准という後
あ と お

押しも

あり、2020 年
ね ん ど

度（令
れ い わ

和 2 年
ね ん ど

度）には、この研
けんきゅう

究事
じぎょう

業が国
くに

の「地
ち

域
いき

生
せいかつ

活支
し え ん

援事
じぎょう

業」に位
い ち

置づけられました。さらに令
れ い わ

和 3 年
ね ん ど

度の報
ほう

酬
しゅう

改
かいてい

定では、一
い ち ぶ

部のサービスにおいて「ピアサポート体
たいせい

制加
か さ ん

算」

や「ピアサポート実
じ っ し

施加
か さ ん

算」が認
みと

められることになったのです。

　その後
ご

、研
けんきゅう

究を始
はじ

めた当
とうしょ

初は想
そうぞう

像もできなかったスピードで、

この研
けんしゅう

修が全
ぜんこく

国に広
ひろ

がっています。時
ときおり

折、夢
ゆめ

ではないかと思
おも

うこ

ともありますが、同
ど う じ

時に、今
いま

はまだ「スタートライン」に立
た

った

ばかりだとも感
かん

じています。

　この研
けんしゅう

修を通
つう

じて、各
か く ち

地にピアサポートの「種
たね

」が蒔
ま

かれまし

た。それがしっかりと芽
め

を出
だ

し、大きく育
そだ

っていくかどうかは、

研
けんしゅう

修を終
お

えた皆
みな

さんのこれからの活
かつどう

動にかかっています。

　10 年
ね ん ご

後、20 年
ね ん ご

後の障
しょうがい

害福
ふ く し

祉サービスの中
なか

で、ピアサポーター

が当
あ

たり前
まえ

の存
そんざい

在として確
たし

かな場
ば し ょ

所を築
きず

いていることを、心
こころ

から

願
ねが

っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

早
わ せ だ

稲田大
だいがく

学　岩
いわさき

崎 香
かおり
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秋
あきやま

山 剛
つよし

	 N
えぬてぃーてぃー

T T 東
ひがしにほんかんとうびょういん

日本関東病院

秋
あきやま

山 浩
ひ ろ こ

子	 特
と く べ つ ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん

定非営利活動法人自
じ り つ

立生
せいかつ

活センター日
ひ の

野

安
あ べ

部 恵
え り こ

理子	 国
こくりつしょうがいしゃ

立障害者リハビリテーションセンター

飯
いいやま

山 和
かずひろ

弘	 社
し ゃ か い ふ く し ほ う じ ん

会福祉法人じりつ

五
い が ら し

十嵐 信
のぶあき

亮	 竹
た け だ

田綜
そうごう

合病
びょういん

院

一
い ち き

木 崇
たかひろ

弘	 熊
くまもと

本大
だいがく

学大
だいがく

学院
いん

生
せいめい

命科
か が く

学研
けんきゅう

究部
ぶ

  神
しんけい

経精
せいしん

神医
い が く

学講
こ う ざ

座 

井
い た に

谷 重
し げ と

人	 C
しーあいえる

I L 星
ほしぞら

空

市
いちかわ

川 剛
たけし

	 未
み ら い

来の会
かい

岩
いわかみ

上 洋
よういち

一	 社
し ゃ か い ふ く し ほ う じ ん

会福祉法人じりつ

内
うちぬの

布 智
ともゆき

之	 一
いっぱんしゃだんほうじん

般社団法人
	 日

に ほ ん

本メンタルヘルスピアサポート専
せんもんいんけんしゅうきこう

門員研修機構

太
お お た

田 令
れ い こ

子	 千
ち ば け ん

葉県千
ち ば

葉リハビリテーションセンター

門
か ど や

屋 充
み つ お

郎	 特
と く べ つ ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん

定非営利活動法人十
と か ち

勝障
しょう

がい者
しゃ

支
し え ん

援センター

彼
か や

谷 哲
さ と し

志	 特
と く べ つ ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん

定非営利活動法人あすなろ

桐
きりはら

原 尚
なおゆき

之	 全
ぜんこく

国「精
せいしん

神病
びょう

」者
しゃ

集
しゅうだん

団

小
こ さ か

阪 和
かずのり

誠	 社
し ゃ か い ふ く し ほ う じ ん

会福祉法人ソラティオ

齊
さいとう

藤 健
けん

	 社
し ゃ か い ふ く し ほ う じ ん

会福祉法人豊
ほうしんかい

芯会

栄
さかえ
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ももやま

山学
がくいん

院大
だいがく

学 社
し ゃ か い が く ぶ

会学部

佐
さ さ き

々木 理
り え
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とうきょう

京大
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学大
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医
い が く け い

学系研
けんきゅうか

究科
	 医

い が く
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きょういく

育研
けんきゅう

究センター

島
し ま づ

津 渡
わたる

	 株
かぶしきかいしゃ

式会社真
し ん わ

和

委
い い ん

員 名
め い ぼ

簿

氏
し め い

名 所
し ょ ぞ く

属
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四
し の み や
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生労働科
か が く

学研
けんきゅう

究費
ひ

補
ほ じ ょ き ん

助金

（障
しょうがいしゃ

害者政
せ い さ く

策総
そ う ご う

合研
けんきゅう

究事
じ ぎ ょ う

業）

障
しょうがいしゃ

害者ピアサポート研
けんしゅう

修の実
じ っ し

施内
な い よ う

容の検
けんしょう

証及
お よ

び
更
さ ら

なる効
こ う か て き

果的な実
じ っ し

施方
ほ う ほ う

法の確
か く り つ

立に向
む

けた研
けんきゅう

究

基
き そ

礎研
け ん し ゅ う

修テキスト（障
し ょ う が い

害統
と う ご う

合版
ば ん

 第
だ い

2 版
は ん

）
わかりやすい版

ば ん

わかりやすい版
ば ん

編
へんしゅう

集：一
い っ ぱ ん し ゃ だ ん ほ う じ ん

般社団法人スローコミュニケーション
デザイン：D

デ ハ マ

eHAMA






